
グラフの表示に基づいた要約文生成システムの提案
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図 �� ����コーパスと日経平均株価の数値情報

�� 研究背景と目的

インターネットが普及するにつれ，インターネット上
の膨大な情報を利用できる人，そうでない人の格差であ
るデジタルデバイドという社会現象が起きている．この
現状を踏まえて，情報の内容や表示を誰にでも理解され
やすいよう，情報提示の形態を動的に変化させることが
できる機能をもつ知的情報提示システムの開発を試みる．
具体的には，テキストとグラフという異なるモダリティ
同士を協調させることにより，大まかな情報を必要とす
るユーザ，または，詳細な情報を必要とするユーザなど，
それぞれのユーザに適した情報を提示することを目的と
し，グラフの表示状態に協調してテキストの詳細情報も
変化するテキスト要約手法の機能を備えたシステムの開
発を行う．

�� 提案手法

本研究では，対象となるニュース記事から重要文を抜
き出すことにより，ユーザによって変更されたグラフの
状態に対応している要約文を生成する．本システムでは，
日経平均株価の数値情報と，����コーパスによって得
られるその日の株価の動向情報を対応させ，グラフとテ
キストを関連付けておく．����コーパスと日経平均株
価の数値情報の対応関係は，���� コーパスにおける
株価の値に言及しているタグの値より確認できる（図 �

参照）．
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�� 要約手法
要約文を生成する方法として，本システムでは重要文

抽出法を用いる．この手法は，各文の重要度を計算し，
重要度の高い文から順に，設定された要約の長さに達す
るまで文を選択するというものである．重要度を計算す
る際に判断基準として利用できる情報に以下の６つが挙
げられる ��	．

�
 テキスト中の単語の重要度 ��� 
	．

�
 テキスト中あるいは段落中での文の位置情報 ��	．

�
 テキストのタイトルなどの情報 ��	．

�
 テキスト中の手がかり表現 ��	．

�
 テキスト中の文あるいは単語間のつながりの情報
��	．



 テキスト中の文間の関係を解析したテキスト構造
��	．

本システムでは，��・���法，����コーパスで与えられ
ているタグ，および����コーパスの基となる毎日新聞
コーパスに付与されているタグを利用し，グラフと対応
した要約文を生成させるため，上記手法（１）�（３）と
（４）を利用する．

��� 要約対象となる文の重要度の決定方法

� ��・���法
重要文抽出法 ���の利用として，��・���法を利用し
た以下の計算式を使い，各単語の文章における相対
的な重要度を算出する．

各単語の重要度＝ �� × ��� ���

��� 文書中 �����コーパス�での単語の出現回数

��� その単語が出現した文書数 �����コーパスの
記事の数�

	� 文書集合中の全文書数

���� ��������	

各行の重要度を計算するため，すべての文の重要度
を初期値 �として始める．そして，その文に含まれ
ている名詞に対し，��・���法の計算で算出された，
各単語の重要度を足していくことで求める．さらに，
����コーパス中で使用されているタグに基づき重
要度を加算する．



図 �� ������ �タグの利用

� 
��
��	�タグ
見出しに付与されている������ �タグを参考に
し，見出しで取り上げられている話題に言及してい
る文を重要とする．このことを重要文抽出に反映さ
せるため，������ �タグで取り出した見出しを，
茶筌で形態素解析する
その結果から名詞のみを取
り出し� その名詞が含まれている文を重要と判断す
る．さらに重要度のランク付けとして，見出しに含
まれている名詞が，より多く含まれている文をより
重要とする．そのため，各名詞の ��・���値を計算
した後に，������ �タグが付与されている文中
に存在する名詞にタグ別ポイントを加算する．その
加算する値は，事前に既定値を与えるのではなく，
そのとき計算された ��・���値の最大値から平均値
を引いた差を，タグ別ポイントとして加算すること
により，タグ別ポイントを全体の名詞の重要度に対
して，相対的に与えることができるようにする．処
理の流れを図 �に示す．

� ����タグ
�!��タグは，具体的にグラフの挙動 �数値情報が得
られる箇所）が記載されている文に付与されている．
このような文には，日経平均株価について重要と思
われる値動きの部分が記載されているため，他の文
と比べて重要度が高いと判断される．この計算をす
るために，������ �タグを利用したときと同様
に，相対的な値を足して重要度を高くすることを行
う．�!��タグの付与された文には，コーパス内の各
文に含まれている名詞の ��・���値の和を求め，そ
の最大値から平均値を引いた値を加算する．また，
�!��タグが付与されている文の中でも，「前日比」と
いうように，短い期間の挙動について言及している
ものから，「��年 �ヶ月ぶりに」というように，長い
期間を言及している文もある．期間が長いというこ
とは，滅多に起こらないことが起こったということ
だと考え，より重要な文とする．このとき，期間の
表現に付与されている ��"タグの属性である #"$属
性を参考にし，長い期間か短い期間なのかを判断し

図 �� システム構成図

ている．扱っている記事の中では，「日」と「月」が
存在していたため，「月」のときのみ加算した．さら
に，グラフ上で表されているものが日経平均株価な
ので，それに対応するように，「業種別株価」につい
て言及している文より，「日経平均株価」について言
及している文を重要とする．このため，�!��タグの
属性である %�$� 属性を参考にし，日経平均株価と
なっている文に加算した．

�� システム構成
ユーザは，数値データから興味がある範囲を選択し，

グラフとして表示させる．����コーパスも同様に，グ
ラフの表示詳細度に対応してニュース記事がサンプリン
グされ，重要度の高い文が抽出されて要約文として表示
される．さらに，キーワードを入力することができる．
キーワードが入力されると，ニュース記事に含まれてい
る，キーワードが含まれる文の重要度が高くなるように
計算する．グラフも同様に，キーワードと関係している
数値データを利用して表示させる．この二つを同時に表
示させ，グラフとテキストを協調させる．また，そこで
新たに表示されたグラフから範囲を選択することも出来
る．このように，グラフの表示詳細度，キーワードを繰
り返しユーザが設定することができ，ユーザが望む情報
をユーザが望む詳細度で得ることができる．また，株式
の重要銘柄についても同様に情報を得ることが出来る．
これにより表示されるグラフとテキストの協調が実現さ
れる．システム構成を図 �に示す．

��� 数値データ・����コーパスのサンプリング

グラフの目盛り間隔の変更
グラフの目盛り間隔が変更され粗くなった場合，ユー
ザは細かい流れよりも全体の傾向が知りたいと思う
ようになると考えられる．グラフが変更され，�日
おき，�日おきのように目盛りの間隔が広くなった
場合，�日ごと，�日ごとのように，重要文を抽出し
てテキストをまとめる（図 �参照）．この時，ユーザ
が設定した文数には関係なく，それぞれ �文だけ抽
出するように設定している．さらに，それぞれから



図 �� グラフの目盛り間隔の変更

抽出されたテキストから，新しい要約文を生成する．

この処理により，ある特定期間に集中した重要度が
高いニュースを偏って抽出するのではなく，変更し
た目盛り間隔の各区間から全範囲に渡って重要な情
報を抽出することができ，全体の傾向を捉えた要約
文生成が可能となる．また，目盛り間隔が広くなれ
ば抽出されるテキストが減り，情報の詳細度は低く
なる．

範囲の選択
グラフの一部分が選択された場合，選択された日付
の範囲にあるテキストの中から重要度の高い文を抽
出する．このとき，抽出する文の数はユーザによっ
て指定可能である．

この処理により，テキストも選択した範囲を焦点と
した内容となる（図 �参照）．また，目盛り間隔が
変更された場合と異なり，選択した範囲全体の中で
重要なニュースを詳細に示すことができる．

範囲が狭くなればなるほど，変更する前には抽出さ
れなかった重要度の低い文も抽出されるようになり，
その範囲のみをより詳しく説明した要約文となる．
ユーザは，新しいテキストから重要なニュースが起
きている部分を判断し選択することで，そのニュー
スに関係する情報を詳細に表示させることもできる．

キーワードの入力
要約文が生成されると同時に，対象テキスト中の
キーワードが出力される．ユーザは，その中に興味
のあるキーワードがある場合はそれを用いて入力し，
新たに興味あるキーワードがある場合はそれを入力
することができる．ユーザが入力したキーワードが
含まれている文に，�!��タグのときと同様に，文の
重要度の最大値と平均の差を足す．それにより，文
の重要度が変化し，再度重要文を選びなおす．もし，
ユーザが「安田信託銀行」などのキーワードで，数
値データが取り出せるものを入力したときに関して
は，再度数値データをグラフ表示し，安田信託銀行
と関連するテキストと同時に表示する．これにより，

図 �� 特定箇所の情報抽出

図 
� キーワードの入力

ユーザが望む情報を，より柔軟に取り出せるように
する．図 
に，キーワードを入力することによって
得られた結果を示す．上のグラフとテキストは，最
初に出てくる，日経平均株価のグラフとテキストで
ある．下のグラフとテキストは，キーワード「安田
信託銀行」と入力したことで得られるグラフとテキ
ストである．

�� 性能評価
����コーパスで提供されている ����年 �月 �日か

ら ����年 ��月 ��日までの記事全 �
文のテキストを
被験者 ��人に与え，ニュースとして重要な事柄につい
て言及していると思われる文を ��文選んでもらう．そ
の結果を表 �に示す．被験者は，大学生 ��人，��歳～
��歳であり，株価に対する知識は，新聞を読み理解でき
る程度であり、知識の偏りがない被験者を選別して実験
を行った．システムおよび被験者 ��人が選んだ文番号
には○印を記す．この結果からシステムの性能を評価す
るため，次のような計算を行う．文番号 �の文は �人の
被験者が選んでいるので �点，文番号 �の文は �人選ん
でいるので �点というように，�つの文を選んでいる被



表 �� 被験者実験によるシステムの評価

験者の人数をそれぞれの文の点数とする．選んだ文につ
けられた点数を累積計算をする方法で，被験者 ��人の
総得点をそれぞれ計算する．その平均値を求めると ��


点となる．システムの点数は ��点となり，平均値には
至らなかったが，多くの被験者が選んだ文を重要と判断
できていたと思われる．
表 �より，�人の被験者が選び，システムが選ばなかっ

た文 �文番号 
��があることが分かる．この文は，次に
挙げる �$�の文である．そして，システムが選んだ文で，
被験者が選ばなかった文 �文番号 ���もある．この文は
次に挙げる �&�の文である．

��� 業種別株価では，金融システム不安を背景に大きく
売り込まれてきた銀行株が急反発している

��� 東京株式市場の日経平均株価がバブル後の安値を更
新したのも，銀行株が主導した

この �つの文は，同じ記事の中にある．日経平均株価に
ついての文をより重要としていたため，業種別株価を言
及していた文よりも重要としていたと考えられる．今後
は，数値データから，幅がある部分，最小値をとってい
る日，最大値をとっている日を判断し，重要文を抽出す
る基準として付け加えていきたい．

�� まとめ
本研究では，異なるモダリティが協調することにより

情報を効果的に提示する技術開発の一環として，グラフ
とテキストの異なる２つのモダリティ情報を用いた，グ
ラフの表示状態に対応したテキストの表示を行った．こ
れにより，ユーザがグラフを変更し，キーワードを入力
することで，ユーザの情報閲覧の焦点を判断し，その要
望に対応した提示方法を提案した．また，表示された情
報から，さらに関連する情報を閲覧することができる．

ユーザのその時々の興味にあわせて，ユーザの望む情報
提示をより柔軟に行うことができる．今後の課題として，
グラフとテキストの情報がより協調する仕組みを工夫し，
提示方法を自由に変化させることができるコンテンツの
開発を進める．
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